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ウクライナ侵攻はテレビや SNS などのメディアで連日報道され、現地の惨状、人々の怒り・恐怖・悲しみがリア

ルタイムで伝えられています。ウクライナ、そして世界で起きていることを、我々一人ひとりが正しく知ることが

求められています。それにあたり、メディアは多くの人々に瞬時に情報と声を伝え、人々の意識を高める上で欠

くことの出来ないものです。 

 

一方で、人為災害時における惨事報道については、視聴者のメンタルヘルスに悪影響を与えうることが指摘さ

れています。2001 年のアメリカ同時多発テロ、2011 年のノルウェー連続テロ事件、2013 年のボストンマラソン

爆破事件などの人為災害では、被害者・子ども・一般人を対象とした研究結果が多数報告されています。特に、

トラウマ（心的外傷）体験者や精神的な悩みを持つ者においては、その影響がより強くなることをメンタルヘル

スの専門家は念頭に置く必要があります。このような背景のもと、心の健康を維持するために、惨事報道と関

わる工夫が推奨されています。 

 

対象者 留意点 備考 

成人・ 

子ども 

惨事報道の刺激は必要最小限にしましょう 惨事報道に接した量と心理的反応が比例

することが知られています 

同じ内容の惨事報道を繰り返し見ないよう

にしましょう 

繰り返しの視聴は、ストレス反応を高めるこ

とが知られています 

衝撃的な映像の視聴を避けましょう 衝撃的な映像は、ストレス反応を高めること

が知られています 

「ながら見」は控えましょう 「ながら見」で不用意に惨事報道にさらされ

て、過剰な刺激となるリスクがあります 

トラウマの体験者や精神疾患を抱える人

は、惨事報道によって不調になりやすいで

す 

惨事報道を見ることで、過去のトラウマ体験

への反応や現在の苦しみが高まることがあ

ります 

子ども 子どもの年齢と発達を考えて、惨事報道と

の距離の取り方を決めましょう 

子どもは、成人と比べて、安全・安心への不

安がより高くなります 

子どもの惨事報道の視聴時間を親が制限

しましょう 

頻回の視聴は、ストレス症状を高めることが

知られています 

子どもが、トラウマティックな内容に不用意

に曝されないようにしましょう 

子どもの年齢と発達に応じて、大人が管理

し、衝撃的な内容が子どもの目に触れない

ようにしましょう 
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